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に変更しているので， 現在のものでは不具合であるから仕織変 したものを履股奴という。また客車のように履歴簿の制定がな

更方を研究中。 いものも ， その状態経歴などを記録するために履燈擦を設けて

暖房主けからの放放熱iitは蒸気圧と外気温とに左右される。 いるものもあるが， これは使宜上の ものであるから各所で適宜

災際には正規の車両m保温干h'以外のフ ェ ル ト を代則する場合 な機式を定めている。

が多々ある。 履歴寝耳および康隆弘主は111阿の受持区で保管整理し，その車両

4 冷品目11工期 {呆冷板 輸入コノレク でつ くった炭化コ ノレク板が が入場中は工場で保管し必裂事項を記入する。

長年際準とされてきたが， 現在はア ノレ セ ル ボ ー ドが全国的に佼 履歴簿は気動車のよ う に際関部分だけ車体から切り離 して循

川されている 。 深修繕されるものは， 111休股虚飾と後日~J履歴名手と別個に備えて

戦後新l1I ~製作の際は炭化コ ノレ ク 板が入手幾であったため代用 いる。(土岐突光)

材が使HJ された。 l昭和1 22 年レ 5000 および 6000 形式には岩制;l~ じ伊りろうえいていこう 砂利漏洩抵抗 (英) ballast leak-

材 ， 沼紛 7 トゾ，麻フェノレト， テ ックス板，杉皮綴，炭化手n コ age res�stance 軌道間協定数のうち雨軌条聞に分布されてい

ノレク(アベ マ キ樹皮)板が使用され， 試験の結*， 1 f立テッ クス る低抗。

板，下位決化平日 コノレ タ 板となった。 炭化和コ ノレク板の製造は経 これはつぎの郎分から榊成されている。

験が浅いので，製作指滋を行っ て昭和 23 のレキ 1 形式にテ ック ①枕(まくら)木の表而鉱抗

ス板とともに使用， 和コノレク絞は上位とな っ た。昭和 24 年のレ ② 枕木の材質I ドの紙抗

7000 形式は平~l コ ル ク 板でつくられた。 この間に岩綿保冷板が完 ③ 砂利 ・ 泥土等の部分の舷抗

成し， 泡ガラス板も生れ， アノレミ箱保i'ffitプ'ji去も ふたたひ.使用可 ④ 軌条と枕木 ・ 砂利および泥土等との接触抵抗

ílE と なっ たので，昭和 25 年の新設計になるレ 10000 形式には ， したが っ て枕木の材質および状態 ・ 砂利の極実質およびその状

アルミ箔./ ワ付 け，アノレセノレボード(わ く のみ)，炭化利コ ノレク 態によ っ ていちじるしく異なる。したがって天候によって相当

板，岩納保冷紋，泡ガラス板等が採用され， 保冷板選択のコ Y 変化するものである。一般に軌道II!.I路の長さ 1 km 当 りの抵抗を

クーノレのような!惑を呈するに至った。 試験の結採はアノレセノレポ も っ て表わし ， 一般的には数オームないし数十オ ー ム と考えら

ードが 1 I立を占めた。こ 3. 7 1レ ヒルボ ー ド断面 れる。特殊な場合と して磁道(ずいど う )の中等で 0.2-0. 5 オー

のこ ろから舷量化が問題

となり ， 岩tftll呆冷板も ;1確

く なり， 11百和 28 年には岩

紛1保冷板とアノレセノレボー

ド(包装品) が使m された。

しかし岩*r，:保冷板は"11

の l ' l "i!í:でアノレ セノレ ボ ー ドよりも約 1 t重

く ， (!Ili 絡も!日いので， II!J，和 29 年度のレ

1 2000 形式以降はアノレセ ノレボ ードが冷民主

JliHl保冷板としての決定版とな っ てい

る 。

ア ル セ ノレボードは， 1濁 -3に見るような，

杉板わくの中に 0.02 mm J写のアノレミ箔を

波形にflr り 9 mm 当 り l 枚の剖で金属

J友触しないようにそう入し， 両面にはダ

γポー ノレをあてて板状としたもので， 板

の表全 l耐こアスハノレトを途;{Iï し， さらに

アスハノレ トノレ ーヒ γグで完全に包装し防

水を行 っ てある。 熱伝主導率はアノレミ?自

のそ う 入枚数によ っ て奥なるが， ~llI M 

床等に!日うる 120 mm 厚の場合， 0.045 

kcal/ml，o C以下， かさ比震は包装を含め

て 80kg/m ' 前後である 。 (中川政雄)

し 々 り ょう りれきひょう 車両履歴重要
車両(:Ic'í:1IIを除 く) の 修繕 ・ 改造などの

経過を記録した巣。 動力111には綴|其1111厄i

lたf~~ l町民手続 ・電車履歴簿および履l監禁

l民放手続 ・気動車履歴簿]反抜手続などの

|λ1 t~H :ì主によ っ て各111両ごとに履歴簿を備

え ， 形式 ・ 寸法 ・ -JTLifl .装置 ・ 設備 ・ 移

動 ・ 修終 ・ 改造 ・ 検査 ・ 経過年月および

巡転キロ ・ 故障および習性 ・ 調査および

試験なと.にわた っ て記録保管することに

な っ ているが， こ れらの主主点だけを裂 と

タト

輪

の

J!l. 

さ

2 
トー- ，

ムという ような場合がある。 (伯木突). 
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しゃりんしゅうぜん 車輪修繕 車輸は車il引i ・ 輸心およびタ

イヤの 3 部分からなり ， 電気儀|刻111や電動車丹jのものは さらに

大樹事がllïiliihに I夜十i けられている。
51N111(o,o1""" 
6初得 これらの各部は使用に伴なって次第に隊耗 ・ 変形し材料がjに

も疲労を来して次第に~tD!を失う。 すなわちフ ランジ部にはïJ[

タイヤの 厚 さと摩耗限度表

外符輪号 I 使 用 箇 所 i制鱗 子 f'F 問 外 輪 JJj( {-j装位 I 限工場修絡度 使用限度
の 有無

35mm 32mm 

m ifOJ 車動輪 33 30 
ぜ.髭h 

ス l ラ ウ ド レー式 35 32 
士ニ 作用 す るもの

機1l!] 111先従輸およひ 前 記 以外のもの 28 25 
』主

炭水 111 車 輸 ス 1 ラウ ド レ一式 34 32 
TP 作用せざるもの

前 官E 以外のもの 27 25 

使用する もの
基本形・キプソン式 ・ 24 21 セットスク ルーさ

ただし111側 ~b1ífdJ
マ γ ヒノレ式 27 24 

織のみ作用する

ものを除 く λ ト ラ ウドレ - ，.\': 30 28 
客貨平車輪

主主本形 ・ キ プ ソソ式
作用せざる もの セ ッ トスク ルー式 23 21 

もし 〈 はI匹個1I制

動憾のみ作用す
マ Y 七 Jレ 式 26 24 

TW 
るもの スト ラ ウ ド レ一式 29 21 

機関111先従輪およ び 作用するもの 28 25 

lJ1:水 111 111 輪
作!日せ ざるもの 27 25 

気 動 111 動輪 28 25 

特殊小型機関111動輪 25 22 

;11 輸 一 対の中心線より輪 縁外側聞 に至る E巨 向性 520 516 

総u: 1 外輸の!早さは;11紛一対の中心線より左右各 560mm の距離における踏聞におL 、 てはか

り，ま た 111総一対の中心線より総縁外側面に至る距隊はその踏問1 より 10mm の下位にお
いてはかる ものとする .

2 111雨の併造上本表の限度まで使用すべからざるものにあ っ ては，限度を本表の も のよ
り大とするも の とする.

ー- 750 一一一




